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平成29年４月号から、「全国における主要農産物の輸出入実績」、「関連指数」のページはなくなりました。
それぞれの情報につきましては、

【輸出入実績】
農林水産省ホームページ内「農林水産物輸出入統計」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kokusai/index.html

【消費者物価指数】
全　国：総務省統計局ホームページ内「消費者物価指数月報」
http://www.stat.go.jp/data/cpi/
名古屋：愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」
http://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/bukka.html

【農業物価指数】
農林水産省大臣官房統計部「農業物価統計調査」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noubukka/

【名古屋市小売価格】
総務省統計局「小売物価統計調査」
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_

を御覧ください。





六ツ美養鶏加工協同組合が新たに食鳥処理施設を整備しました 

西三河農林水産事務所

１ 施設整備の目的 

岡崎市の六ツ美養鶏加工協同組合（宮本大介代表理事、組合員数 56 名）では、採卵養

鶏農家から産卵期間を終えた廃鶏を受け入れ、もも肉やささみ、むね肉などに解体し、

主に加工ハムやミンチの原料として食肉販売業者へ販売しています。 

近年、養鶏場の大規模化により、１回当たりの廃鶏の入荷羽数が増加してきており、

この状況に対応するため、平成 29 年度強い農業づくり交付金を活用し、新たに食鳥処理

施設と汚水処理施設を整備しました。今回の施設整備によって年間処理能力は約 10％も

増強され、3,750 千羽の処理が可能となりました。 

２ 施設の特徴 

これまで手間を要していた骨付きもも肉を肉と

骨に分離する脱骨作業に、時間当たりの処理能力

を従来より約 10％も向上させる最新鋭の機械を

４台導入しました。機械の操作はとても容易で、

高齢者や障がい者も働きやすい施設となりました。

また、ユークリートと呼ばれる耐久性、耐薬品性

に優れた高機能性床材を床面に貼ることにより、

水はけも良くなり、清掃が容易で衛生面で大きな

改善が図られました。さらに、より高性能な井戸

水の浄化装置を導入したことで、洗浄水のコスト

削減が期待できます。加えて、処理羽数の増加に

対応し、汚水処理施設の増設も行いました。 

今回の施設整備に加え、同組合ではＨＡＣＣＰ

の導入を計画しており、より効率的かつ衛生的な

食鳥処理が行われ、消費者に安全な製品の供給が

図られることになります。採卵養鶏農家にとって

は安心して鶏の更新ができる施設として、さらに

養鶏業界全体からも先進的な食鳥処理施設として、

今後の事業展開が大いに期待されています。 

高性能な井水浄化装置

最新鋭の脱骨機械

新処理施設での作業風景

増設した汚水処理施設
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今年で 10年目となる東三河の「フラワーウォーク」 

東三河農林水産事務所

本県は、昭和 37 年から花きの産出額日本一を誇る「花の王国」です。とりわけ東三河管

内は、田原市をはじめ花き生産の盛んな地域です。 

一方で、名古屋市の１世帯あたり年間切り花消費額は、全国の県庁所在市の中で下位に

とどまるなど、花き消費量が特段多いとはいえないのが実情です。 

そのような中、本県では、県内の花き生産者団体である愛知県花き温室園芸組合連合会

が消費者へのＰＲ活動として取り組んでいる、花を持って歩く「フラワーウォーク」を応

援しています。 

東三河管内でも、平成 21 年度（平成 22 年３月）から『ＦＬＯＷＥＲ ＷＡＬＫ・東三河』

として、当地域の県職員に対してワンコイン（500 円程度）で地元の花を頒布し、自宅に

持ち帰っていただく取組を続け、今年で 10 年目の節目を迎えます。 

そこで今回は、これまでに行った当管内での特徴的な取組内容と、今後の活動の方向性

について紹介します。 

１ これまでの実績

平成 21 年度からの９年間で、初年度は１回、２年目からは年４回から６回のフラワー

ウォークを実施してきました。１回あたり約 100 人の参加があり、延べ 4,000 人以上が

フラワーウォークに参加したことになります。

２ 「輪ぎく」の新しい需要を掘り起こす取組

 特徴的な取組としては、

平成 28 年度に行った、満開

のきく（ブルームマム）を

紙・ワイヤー・セロテープ

で装飾する「キャラマム」

作りです。花に顔を描いて、

「オリジナルのキャラク

ター」を作る、「キャラマム」

の作成は、購入者の反響も

良く、自宅まで持って帰る

時も花が目立ち効果的な取

組となりました。 

３ 今後の活動について

 今後も年４回から６回の「フラワーウォーク」を実施します。現在は東三河総合庁舎

の県職員中心の活動となっていますが、将来的には活動の範囲を少しずつ広げ、管内の

花き産地の市や団体に参加を呼びかけるほか、「キャラマム」作りなど活動のクオリ

ティーを上げて、取組を継続していきたいと思います。 

きくを使ったオリジナルキャラクター「キャラマム」
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市場データから見たいちじく生産の課題と新たな販売方法について

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

愛知県では、安城市や碧南市を始め県内各地でいちじくが栽培され、全国一のいちじく

産地となっています。東京都中央卸売市場を始めとした首都圏の市場においても、出荷が

始まる４月から７月には愛知産のハウスいちじくがシェアの大半を占めるなど、愛知県が

主要な供給元となります。

一方で、東京都中央卸売市場のいちじく入荷量は以前より減少しており、市場流通量も

他の果実に比べて小さく、販売形態はほぼ生果のみとなっています。そこで今回は、首都

圏でのいちじくの流通動向とともに、冷凍品等による新たな販売の取組を紹介します。

１ 東京都中央卸売市場におけるいちじくの入荷状況

市場入荷量は近年下げ止まり傾向にありますが、平成29年の入荷量は約1,185ｔで、

平成14年入荷量の６割弱となっており、過去に比べて大きく減少しています（図１）。

その一方で、販売単価は年々上昇しており、近年は需要に対して供給量が不足してい

ることが伺えます。また、愛知県産と他県産の比較では、愛知県産の減少幅が大きく、

シェアは平成14年の約68％から平成29年には約47％と低下しています。

月別入荷量では、４月から７月は愛知県産がほぼ全量を占めますが、露地栽培の収穫

が始まる８月からは他県産の入荷も増え、市場全体の入荷量が急増します（図２）。

産地では、毎年この時期、「収穫が多く集荷時間に間に合わない」「選果施設のパンク

により収穫物を選果しきれない」などの声が聞かれます。選果能力(選果労力)を超える

のは年間に数日程度ですが、選果を翌日にまわさざるを得ない状況も発生し、傷みが早

いいちじくでは販売果率(正品果率)を低下させる一因となります。

また、高温で成熟が急激に進むことによる過熟果(完熟果)や裂果、降雨等によるハト

目障害の発生など、選果以前の段階ではね出し果が多発するのもこの時期です。

図１ いちじく入荷量の年別推移（東京都中央卸売市場）
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２ 冷凍いちじくの取り組み

生果以外の販売形態を開拓し、低い販売果率を改善する試みが始まっています。これ

までの生果流通では出荷に適さなかった過熟果や裂果、ハト目障害果を利用した加工品

や冷凍いちじくの取組です。

県内ではＪＡ部会に属する田原市の生産者数名が平成28年より試験的に冷凍いちじく

の販売を始めており、通常出荷に適さない過熟果などを活用することで、主力となる上

位品質の流通量を減らさず、同時にいちじく販売果率の向上を目指しています。このほ

かにも安城、知多の産地でも同様の取組が進められています。

また、すでに冷凍いちじくを販売する静岡県や和歌山県などでは、インターネットや

電話による注文販売が主流で、産地の大型冷凍庫で商品を保管し、宅配便により消費者

の元に送付しています。

３ いちじく加工品や冷凍品への期待

先日、都内において日本ワインといちじく料理の勉強

会が開催されました。勉強会では、一宮市の「いちじく

グラッセ」や田原市の「冷凍いちじく」を使った料理も

振る舞われ、多くの出席者から高い関心と評価を得るこ

とができました。特に冷凍いちじくは、サクサクとした

食感と風味が人気を集め、購入方法などの質問が多数寄

せられ、新しい販路として期待されました。

生果の生産供給の強化とともに、このような流通形態

を増やすことで、既存の生果流通を減らすことなく商材

と所得の確保、産地の強化が可能になると思われます。

【個別冷凍庫＋直売所での販売】（田原）

・各戸が冷凍庫（ストックヤード）を確保。各自で調製、袋詰めして保管。

・ＪＡ直売所に冷凍庫（ショーケース）を設置し、手数料を払い販売委託。

【大型冷凍庫＋ホームページ＋宅配便を利用】（他県）

・生産者がＪＡ等の出荷施設に出荷。

・出荷施設で袋詰めした後、大型冷凍庫で保管。

・出荷施設のＨＰでの注文受付。宅配便での送付、代引き等での現金回収。

表１ 先行事例の冷凍いちじくの販売方法

勉強会で提供された料理

（いちじくグラッセを使用）
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図２ いちじく入荷量の月別推移（年東京都中央卸売市場、平成29年）
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「フラワードリーム 2018 in 東京ビッグサイト」が開催されました 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

平成 30 年４月 14 日（土）から 15 日（日）にかけて、一般社団法人ＪＦＴＤが主催する

イベント「フラワードリーム 2018 in 東京ビッグサイト」が開催されましたので、概要を

紹介します。 

１ フラワードリームとは

  フラワードリームは、「花キューピット」

の愛称で知られる生花通信配達取引事業等

を行うＪＦＴＤが、“花の持つ魅力や花文化

の醸成”をテーマに平成 21 年から毎年開催

している大規模な花のイベントです。 

フラワーデザイン競技会やプリザーブド

フラワーのコンテスト、花に関するワーク

ショップ、花や関連商品の販売など、多くの

催し物の開催やブース出展があり、本県から

もＪＡ愛知みなみ渥美スプレーマム出荷連

合が参加しました。また、東日本大震災の復

興支援として、東北地方の物産販売やＰＲな

ども行われました。 

２ 手軽に楽しめる花が人気 

  出展者からは、「暮らしの中に手軽に植物

を取り入れたい人の中で、ドライフラワーが

人気になっている。実際に、ドライフラワー

になりやすくボリュームのあるカスミソウ

等が人気になる事例もあり、こういった人が

他の生花を買うようになることもある」とい

う話がありました。 

  ドライフラワーと同じく水を与えるなど

の購入後の手間がかからず、より長期間花を

楽しめる商品として、プリザーブドフラワー 

がありますが、会場では多くの女性が同コーナーで足を止めて熱心に見入り写真を撮影

するなど、出展者の話を裏付ける光景が見られました。 

  フラワードリームの会場では、男性よりも女性が目立ち、男性が花を見たり購入した

りする動きはまだ鈍いと思われました。その一方で、家族連れでワークショップに参加

している人たちの姿も見られ、子供のころから花と触れあうことで、将来の消費拡大に

つながると期待されました。 

フラワーデザイン競技の作品 

プリザーブドフラワーのコーナー 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：みつば）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２９年実績 ５２０ ５０６ ６７７ ６７１ 静岡（２％）
(９７％) －

－
３０年見通し ５２０ － ６５０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

県内の海部及び名古屋地域からの入荷が 入荷物の品質に問題はないが、今後夏場に
中心となる。高齢の生産者が多く人手不足 入ると、黄化などの品質低下が発生しやすい
により入荷量は徐々に減少していたが、近 時期となるため注意を願いたい。
年は下げ止まり傾向にある。本年の入荷は また、生産量の維持のため、後継者の確保
概ね順調に推移しており、しばらくは例年 ・育成を行い、将来的にも安定供給が可能な
同様の販売情勢が続くとみられる。 産地づくりを望む。

入荷量は前年並で、価格は前年をやや下 消費面では、国産ハーブといわれる品目で
回る見込み。 あるが、添え物などでの利用が多く、消費量

は減少傾向にある。活用方法を含めたＰＲが
必要になると思われる。

○ 東京都中央卸売市場（品目：ペコロス）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２９年実績 １９５ ２４ ６０２ １，０８７ 北海道(７６％)
（１２％) ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ(６％)

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ( ２％)
３０年見通し １８０ － ６５０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

29年入荷量は前年比96％と減少したが、 業務向けを中心に安定した需要がある。主
愛知県産のシェアは12％で微増だった。 要産地である北海道の入荷がなくなる時期の

愛知県産が担う５～８月は主要産地の北 愛知県産に対する期待は大きく、品質的にも
海道からの入荷がなく高単価となる。他の 評価が高い。
競合産地も少なく、年間を通した需要が期 週末を中心に年間通じた入荷があり、連休
待できることからも、愛知県産の入荷期間 明けは一段と量が出る。料理でも見た目の部
の単価は安定している。 分で欠かせない商材として、レストランなど

入荷量は前年をかなり下回り、価格は前 での需要が確実にある品目のため、安定入荷
年をかなり上回る見込み。 が求められている。
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名古屋・東京市場における青果物の５月の見通し

４月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ３６，８７５ 194 182 165 愛知 30%
２６年 ３４，０１９ 223 218 216 北海道 9%
２７年 ３２，０５２ 279 266 263 茨城 8%
２８年 ３３，９８１ 243 233 246 徳島 7%
２９年 ３５，２０１ 235 213 230 長野 6%

５ ヵ 年 平 均 ３４，４２６ － － －

３０年見通し ３４，６００ － － －

２５年 ２，３６０ 78 71 67 愛知 74%
２６年 ２，０４１ 79 89 93 千葉 17%
２７年 ２，０９９ 126 101 90 青森 3%
２８年 １，７７４ 97 109 97 鹿児島 3%
２９年 １，９２４ 106 99 91 香川 1%

５ ヵ 年 平 均 ２，０４０ 97 93 87

３０年見通し ２，０００ 90 90 90

２５年 ２，４４４ 124 114 111 徳島 85%
２６年 ２，５２６ 116 115 123 岐阜 12%
２７年 ２，２３９ 131 138 171 兵庫 1%
２８年 ２，２６９ 202 187 126 千葉 1%
２９年 ２，３６９ 141 140 118

５ ヵ 年 平 均 ２，３７０ 142 138 129

３０年見通し ２，３００ 150 150 150

に

ん

じ

ん

１１６
１１８
１４７
１６５
１３３

１３５

　徳島中心に入荷する。価格が落ち着く品
目が多い中、４月前半は高値を維持した。
徳島は冬場の低温で生育遅れと小玉傾向が
みられ、入荷ピークがＧＷ後と例年より遅
れる見通し。その後は価格が落ちつくか。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に千葉などからも入荷する。
愛知の作柄は順調。気温が上昇して日照も
多いため、５月は例年より早い切り上がり
が予想されるが、安定した入荷を見込む。
千葉も例年並の入荷見通し。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

　愛知中心に入荷する。気温上昇と好天で
生育が遅れていた荷が入り、相場は下落。
多くの品目で安値となった。５月は切り上
がりや入荷時期の前倒しが予想されるが、
多くの品目で順調な入荷を見込む。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

１５０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２２７

２１３
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

６９
８４

１０３
１００

９７

９０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

１７８
２１９
２６９
２４２
２２７

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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４月２７日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 １４５，７０９ 203 190 184 千葉 18%
２６年 １３８，９４０ 234 235 230 茨城 16%
２７年 １２９，３４８ 291 276 265 佐賀 6%
２８年 １３４，８８６ 260 256 261 群馬 5%
２９年 １４４，４３６ 245 234 235 徳島 4%

５ ヵ 年 平 均 １３８，６６４ － － －

３０年見通し １４６，０００ － － －

２５年 ９，６２３ 89 70 56 千葉 76%
２６年 １０，５４３ 74 83 76 茨城 12%
２７年 １０，２４８ 136 107 75 青森 6%
２８年 ９，４６６ 99 101 88 鹿児島 2%
２９年 １０，４３４ 107 89 78 栃木 2%

５ ヵ 年 平 均 １０，０６３ 101 90 75

３０年見通し １０，５００ 100 70 70

２５年 ８，３８０ 129 124 124 徳島 68%
２６年 ７，９６１ 125 124 140 千葉 25%
２７年 ７，４８１ 138 145 180 中国 2%
２８年 ８，８０５ 207 202 136 静岡 2%
２９年 ９，１２６ 146 146 131 茨城 1%

５ ヵ 年 平 均 ８，３５１ 150 149 141

３０年見通し ８，６００ 160 160 130

２３８

 前年及び本年の

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

１９２
２３３
２７７
２５９

前年主要産地（％）

だ

い

こ

ん

７２
７７

１０４
９６
９１

８８

　千葉、茨城からの入荷が中心となる。寒
暖の変化はあるが高温傾向のため、生育は
早まる。各産地とも太物比率が高い。害虫
の発生も聞かれるが、入荷への影響は限定
的とみられる。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

２３９

２４０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

　関東産地からの入荷が中心となる。全体
的な生育の遅れも３,４月の高温傾向で回復
している。土物類、果菜類は西南暖地から
の入荷が本格化するほか、北関東以北の産
地からも入荷が始まる。総じて潤沢な入荷
となる見込み。
　入荷量と価格はともに前年並の見込み。

　徳島、千葉からの入荷が中心となる。こ
こまで昨秋の台風、冬場の低温による生育
遅れや肥大不足等の影響が残っていたが、
３月以降の好天と適度な雨で回復基調。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

８０

１５０

に

ん

じ

ん

１２６
１３０
１５４
１７７
１４１

１４６

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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４月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 １，６６９ 68 49 45 茨城 73%
２６年 １，５０６ 59 61 67 愛知 18%
２７年 １，６４０ 188 199 144 長野 9%
２８年 １，４７１ 90 80 80 0 0%
２９年 １，５７２ 114 70 70

５ ヵ 年 平 均 １，５７２ 105 93 81

３０年見通し １，６００ 80 80 80

２５年 ３，９６６ 96 71 52 愛知 80%
２６年 ３，７７９ 88 97 78 茨城 13%
２７年 ３，３１１ 264 216 107 神奈川 4%
２８年 ３，３７１ 123 100 118 兵庫 1%
２９年 ３，３８０ 130 92 97 宮崎 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，５６１ 137 113 89

３０年見通し ３，４００ 80 80 80

２５年 ２８３ 495 515 420 岐阜 60%
２６年 ２３２ 457 572 496 愛知 18%
２７年 ２５６ 525 556 548 茨城 17%
２８年 ２７３ 539 562 611 群馬 2%
２９年 ３００ 528 469 573 長野 2%

５ ヵ 年 平 均 ２６９ 510 532 530

３０年見通し ３００ 500 500 500

５７８
５１５

５２２

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

５５１

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜を中心に愛知、茨城などから入荷す
る。愛知はＧＷ前にほぼ終了し、岐阜が主
体となる。岐阜の飛騨産は例年より７～10
日早く、ＧＷ明けにはピークを迎えるか。
茨城も順調な入荷予想。
　入荷量は前年並で、価格は前年をわずか
に下回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

４６７
５０１

は

く

さ

い

５３
６１

１７９
８２
８４

９２

８０

キ

ャ

ベ

ツ

７０
８６

１８５
１１３
１０３

１０９

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　愛知を中心に茨城などからも入荷する。
愛知は例年４月下旬から５月上旬の入荷が
少ないが、今年は出る見通し。作付けは前
年並で、作況も悪くない。茨城などの他産
地も順調な入荷を見込む。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に
下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に愛知、長野から入荷する。
２月まで高値が続いたが、気温上昇に伴う
入荷増や品質低下、需要減等で現在の価格
は大きく低迷している。愛知の切り上がり
は早く５月中旬まで。茨城は中旬から減少
し、長野は下旬から入荷が始まるか。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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４月２７日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ６，５３７ 49 35 27 茨城 94%
２６年 ５，７６７ 48 49 49 長野 3%
２７年 ５，０４１ 151 173 106 熊本 1%
２８年 ５，８８２ 66 58 57 群馬 1%
２９年 ７，００５ 90 60 43

５ ヵ 年 平 均 ６，０４６ 79 71 54

３０年見通し ７，０００ 50 65 65

２５年 １９，２１７ 70 62 48 千葉 35%
２６年 １７，７５７ 79 95 72 神奈川 32%
２７年 １６，５６２ 170 165 112 愛知 18%
２８年 １７，３４９ 101 100 98 茨城 14%
２９年 １９，０５２ 97 87 87 東京 1%

５ ヵ 年 平 均 １７，９８７ 102 100 82

３０年見通し １９，７００ 80 75 70

２５年 １，６０２ 478 376 303 群馬 36%
２６年 １，３５６ 447 533 414 茨城 34%
２７年 １，４５６ 467 466 469 埼玉 8%
２８年 １，３７５ 456 469 492 岩手 8%
２９年 １，５１２ 459 401 455 岐阜 6%

５ ヵ 年 平 均 １，４６０ 462 446 424

３０年見通し １，５００ 400 400 400

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

１００
１４９

　茨城からの入荷が中心となる。３,４月の
好天と高温で前進傾向となっており、現状
は潤沢な入荷があるが、５月後半はピーク
を過ぎて落ち着くか。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　群馬、茨城など関東産地を中心に岩手な
どからも入荷する。主力の関東産地は順調
な生育。他の産地では生育の前進あるいは
遅れが散見されるものの、総じて問題は見
られず平年並の入荷が見込まれる。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

６７

６０

６４

３７３
４５８

キ

ャ

ベ

ツ

６１
８１
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９５

７５

ほ

う

れ
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う

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

は

く

さ

い

３７
４８

１４２
６０

４６７
４７３
４３６

４３９

　千葉、神奈川、愛知、茨城からの入荷が
中心となる。愛知は終盤に入り数量減らす
も、主力の千葉、茨城からは潤沢な入荷が
続く。生育が遅れていたものがここに来て
回復しており、量はまとまっている。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。
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４月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ７６５ 374 352 376 愛知 24%
２６年 ６７９ 416 428 430 大分 21%
２７年 ６４４ 506 547 518 鳥取 16%
２８年 ５８１ 600 601 514 長崎 6%
２９年 ６０２ 439 459 444 埼玉 5%

５ ヵ 年 平 均 ６５４ 461 470 452

３０年見通し ６２０ 420 450 460

２５年 １，８７３ 203 144 128 長野 55%
２６年 １，８７６ 176 160 153 兵庫 26%
２７年 １，９３７ 271 183 227 茨城 13%
２８年 １，７３８ 198 170 205 山梨 2%
２９年 １，８９０ 202 153 137 愛知 2%

５ ヵ 年 平 均 １，８６３ 211 162 170

３０年見通し １，９００ 170 150 140

２５年 ２，２４４ 191 162 153 愛知 43%
２６年 １，８４５ 254 249 229 群馬 14%
２７年 １，９０３ 220 245 225 高知 12%
２８年 １，８０７ 248 255 277 長野 10%
２９年 １，９２８ 245 225 227 宮崎 9%

５ ヵ 年 平 均 １，９４５ 230 225 219

３０年見通し １，９００ 210 240 230

３５６
４１６

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

１５８
２４１
２２７
２５９
２３２

 前年及び本年の

２２５

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に群馬、高知などから入荷す
る。現在は入荷が多く安値推移している。
冬春の愛知や高知、宮崎などの西南暖地、
中下旬から入荷が増える春系の群馬や長野
の各産地ともに順調な入荷となる見通し。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

２２１

 前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野を中心に兵庫、茨城などから入荷す
る。長野は前倒し傾向で、上中旬にピーク
を迎える見通し。兵庫と茨城は中旬から減
少する予想だが、茨城は例年より早いか。
愛知は４月でほぼ終了する見通し。
　入荷量と価格はともに前年並の見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、大分、鳥取などの各産地から入荷
する。普通ねぎは愛知中心で、越津ねぎか
ら夏ねぎに移行するが、切り替わりは順調
に進むとみられる。白ねぎは大分や鳥取が
中心で、こちらも秋冬ねぎから夏ねぎへの
切り替わりは順調な見通し。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をわずかに下回る見込み。
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４５３  前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き
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４月２７日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ４，３４０ 326 311 358 茨城 35%
２６年 ４，３１６ 371 383 394 千葉 29%
２７年 ３，８９９ 497 547 486 埼玉 13%
２８年 ４，０２４ 628 523 486 栃木 4%
２９年 ４，２３０ 420 435 420 中国 4%

５ ヵ 年 平 均 ４，１６２ 448 440 429

３０年見通し ４，３００ 380 380 380

２５年 ７，９２２ 168 133 122 長野 38%
２６年 ８，１５９ 143 137 140 茨城 29%
２７年 ７，５３１ 242 169 205 群馬 22%
２８年 ８，２３２ 184 149 176 兵庫 3%
２９年 ８，２９８ 182 131 119 福岡 2%

５ ヵ 年 平 均 ８，０２８ 183 143 152

３０年見通し ８，５００ 125 125 140

２５年 ８，９７５ 198 159 152 埼玉 29%
２６年 ８，０２６ 281 277 241 群馬 25%
２７年 ８，７１１ 214 245 221 茨城 13%
２８年 ８，９９８ 266 249 247 千葉 11%
２９年 ９，２８２ 243 225 231 宮崎 7%

５ ヵ 年 平 均 ８，７９８ 240 230 218

３０年見通し ９，６００ 225 225 240

 前年及び本年の

 前年及び本年の

５３９
４２６

４３５

品
目
名

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１５９

　茨城、長野、群馬からの入荷が中心とな
る。各産地とも生育は前進傾向となる。高
温も手伝い冬場産地は終盤が早まるが、上
旬には高冷産地の量がまとまり、端境なく
順調に切り替わると見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、千葉など関東産地からの入荷が中
心となる。茨城は中旬には数量がまとま
り、下旬にかけてピークを迎える。曲がり
が少なく肥大も良いことから品質は良好。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２２９

　埼玉、群馬、茨城など関東産地からの入
荷が中心となる。多くの産地がピークを迎
えており入荷は潤沢に。後半は東北産地が
始まるが、主力の関東が落ち着き、価格は
強含みで展開すると見込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
並となる見込み。

１４０

３３３
３８３

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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４月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 １，２２２ 294 278 240 愛知 39%
２６年 １，１７９ 299 294 294 熊本 37%
２７年 １，０９８ 370 345 351 宮崎 19%
２８年 １，０２０ 372 376 372 高知 4%
２９年 １，１１５ 367 357 351

５ ヵ 年 平 均 １，１２７ 338 328 319

３０年見通し １，１００ 350 340 330

２５年 １，９９５ 282 263 197 熊本 41%
２６年 １，９２５ 311 303 266 愛知 28%
２７年 １，６６４ 372 339 350 三重 17%
２８年 １，８８１ 295 273 283 岐阜 13%
２９年 １，９１３ 252 254 258 群馬 1%

５ ヵ 年 平 均 １，８７６ 300 285 268

３０年見通し １，９００ 250 230 260

２５年 ５６１ 523 493 461 熊本 49%
２６年 ５７５ 590 541 540 愛知 37%
２７年 ５０１ 617 605 659 和歌山 7%
２８年 ５７７ 573 541 573 宮崎 6%
２９年 ６９４ 499 537 561

５ ヵ 年 平 均 ５８２ 557 542 557

３０年見通し ６００ 500 550 600

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に和歌山、宮崎から入
荷する。各産地ともに気温と日照に恵まれ
潤沢な入荷を見込む。ＧＷが入荷のピーク
となる見通し。
　入荷量は前年をかなり下回るが平年より
多く、価格は前年をやや上回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

４９９
５５８
６２７
５６５
５２９

５５３

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に三重や岐阜などから
入荷する。厳寒期に相場が上がらず、現在
も安めで推移。熊本は３,４月の好天で入荷
が前倒ししたため、５月はやや少ないか。
愛知は一部で花飛びが発生しているが、全
体では入荷の多い傾向が続く見通し。
　入荷量と価格はともに前年並の見込み。
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２３７
２８８
３５４
２８４
２５４

２８１

 前年及び本年の

３４５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本を中心に入荷する。愛知は豊
作基調。冬春作の切り上がり時期にもよる
が、潤沢な入荷を見込む。熊本も作柄良好
だが、下級品の増加が例年より早まるか。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。
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４月２７日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ４，５７６ 343 307 254 高知 48%
２６年 ４，４３８ 385 380 343 福岡 14%
２７年 ４，０９９ 390 405 394 群馬 14%
２８年 ４，１０６ 416 428 416 熊本 7%
２９年 ４，７４８ 435 400 370 栃木 4%

５ ヵ 年 平 均 ４，３９３ 394 384 355

３０年見通し ４，７００ 400 390 410

２５年 １０，８７２ 287 275 214 栃木 25%
２６年 １０，４６５ 326 311 272 熊本 23%
２７年 ８，９６４ 380 336 356 愛知 11%
２８年 １０，４４３ 319 279 291 千葉 9%
２９年 １０，２６３ 278 282 281 茨城 9%

５ ヵ 年 平 均 １０，２０１ 316 295 280

３０年見通し １０，３００ 280 280 280

２５年 ２，２３０ 493 458 403 熊本 41%
２６年 ２，２８８ 552 522 499 愛知 21%
２７年 １，９１７ 594 580 650 千葉 9%
２８年 ２，３０２ 519 490 528 宮崎 9%
２９年 ２，４３４ 447 502 536 静岡 6%

５ ヵ 年 平 均 ２，２３４ 518 508 520

３０年見通し ２，４００ 450 510 540

　関東産地を中心に熊本、愛知などからの
入荷となる。好天で日照量は増加したが、
施設内の高温と乾燥で草勢を落とすほ場も
ある。愛知は植え替え型の出荷が始まり、
連休明けにはピークを迎える。各産地とも
前年並の潤沢な入荷が見込まれる。
　入荷量と価格はともに前年並の見込み。

な

す

２９６
３６６
３９６
４２０
３９９

３７４

　高知、群馬、栃木などからの入荷が中心
となる。関東、西南暖地ともに目立った問
題はなく順調。病害虫の発生は多くはない
が、高温が続くため、特に害虫の発生には
留意が必要か。
　入荷量と価格はともに、荷が潤沢だった
前年並の見込み。

２８０

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ト

マ
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３５７
２９５

２９５

ミ
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マ

ト

４４８
５２３
６０７
５１２
４９５

５１４

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

　熊本、愛知、千葉、宮崎からの入荷が中
心となる。主要産地は５月上旬にピークを
迎え数量は潤沢だが、連休後の入荷は落ち
着くと見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は前年並と
なる見込み。
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４月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ８２１ 361 251 191 宮崎 32%
２６年 ８６０ 290 250 224 鹿児島 32%
２７年 ７０２ 592 389 303 茨城 25%
２８年 ７４０ 462 351 307 高知 12%
２９年 ９２６ 386 311 263

５ ヵ 年 平 均 ８１０ 410 307 255

３０年見通し ９００ 300 310 320

２５年 ３，８４４ 104 101 91 長崎 44%
２６年 ３，５１２ 143 130 122 鹿児島 42%
２７年 ３，１８５ 232 205 226 北海道 7%
２８年 ３，４４５ 202 194 217 静岡 4%
２９年 ３，４０１ 193 162 156 熊本 2%

５ ヵ 年 平 均 ３，４７７ 172 156 160

３０年見通し ３，５００ 120 110 105

２５年 ５，０４９ 61 61 61 愛知 50%
２６年 ４，０２７ 109 110 95 北海道 42%
２７年 ４，１３３ 102 113 145 兵庫 5%
２８年 ５，７３１ 73 66 88 熊本 1%
２９年 ６，４０４ 87 72 87 宮崎 1%

５ ヵ 年 平 均 ５，０６９ 85 81 93

３０年見通し ５，９００ 85 80 75

前年主要産地（％）品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、北海道を中心に入荷する。愛知は
１,２月の低温で入荷が落ち込んでいたが、
３月からの好天と気温上昇で回復。５月は
順調な入荷を見込むものの、Ｌ・Ｍ中心で
例年より小玉となるか。
　入荷量は前年をかなり下回るが平年より
多く、価格は前年並の見込み。

た

ま

ね

ぎ

６１
１０３
１１７

７５
８１

８５

 前年及び本年の

１１５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長崎、鹿児島を中心に北海道、静岡など
から入荷する。現在中心の鹿児島の離島物
のサイズはＬ中心だが、移行する本土物や
５月に入荷増となる長崎産はやや生育が遅
れており小玉傾向。
　入荷量はわずかに上回り、価格は前年を
大幅に下回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

９４
１２６
２１９
２０５
１６６

１５９

 前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　宮崎、鹿児島、茨城、高知を中心に入荷
する。宮崎、鹿児島などの西南暖地、茨城
などの関東産地ともに作柄良好。病害虫の
被害も少なく、順調な入荷が予想される。
　入荷量は前年をわずかに下回るが平年よ
り多く、価格は前年並の見込み。
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４月２７日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ２，７０１ 362 259 202 茨城 70%
２６年 ２，８３６ 335 260 237 高知 13%
２７年 ２，５０９ 577 382 320 宮崎 12%
２８年 ２，６２３ 461 368 334 鹿児島 5%
２９年 ２，８８１ 434 348 313

５ ヵ 年 平 均 ２，７１０ 431 322 280

３０年見通し ２，９００ 380 350 350

２５年 １０，６８２ 96 104 105 鹿児島 45%
２６年 １０，３８８ 138 129 132 長崎 41%
２７年 ８，９２５ 205 204 239 北海道 6%
２８年 ９，１３１ 201 204 226 熊本 4%
２９年 １０，７５７ 182 160 155 静岡 3%

５ ヵ 年 平 均 ９，９７７ 162 157 168

３０年見通し １０，４００ 130 120 110

２５年 １５，１３４ 64 67 66 佐賀 57%
２６年 １３，０２９ 129 129 123 北海道 17%
２７年 １２，３５０ 121 123 139 千葉 6%
２８年 １１，６０８ 118 83 77 兵庫 6%
２９年 １４，１７２ 103 103 107 香川 3%

５ ヵ 年 平 均 １３，２５９ 105 100 101

３０年見通し １４，８００ 95 95 95

３３９

　茨城を中心に高知、宮崎、鹿児島から入
荷する。当初鈍かった動きも好天に恵まれ
回復している。５,６月は潤沢な入荷見通し
で、入荷量は順調だった前年並になると見
込まれる。
　入荷量と価格はともに前年並の見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島、長崎からの入荷が中心となる。
鹿児島は小玉傾向、長崎は肥大順調と産地
により状況が分かれるが、全体的には順調
だった前年並の生育、入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

２７２
２７７
４１２
３８３
３６１

ば

れ

い

し

ょ

１０１
１３３
２１６
２１１
１６５

１６２

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１２０

た

ま

ね

ぎ

６５
１２７
１２８
９２

１０４

１０２

９５

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

３６０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　佐賀、北海道からの入荷が中心となる。
佐賀は遅れていた生育が回復し、北海道は
前年より貯蔵分の残量が豊富にある。今後
も概ね順調な入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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４月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ９，３４７ 345 317 328 熊本 29%
２６年 ８，２８５ 399 374 381 フィリピン 20%
２７年 ７，１４１ 423 416 419 青森 14%
２８年 ６，９５１ 433 429 403 愛知 9%
２９年 ７，２０３ 427 405 415 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 7%

５ ヵ 年 平 均 ７，７８５ － － －

３０年見通し ６，９００ － － －

２５年 １，２２３ 382 315 333 熊本 72%
２６年 １，０７６ 448 365 373 メキシコ 12%
２７年 ８１８ 482 471 429 愛知 9%
２８年 ９５３ 491 423 377 茨城 5%
２９年 ７５８ 487 453 436 鹿児島 2%

５ ヵ 年 平 均 ９６６ 452 396 383

３０年見通し ７５０ 480 450 410

２５年 １，９９７ 243 216 207 熊本 88%
２６年 １，７４２ 264 254 237 愛知 11%
２７年 １，４２４ 296 294 285
２８年 １，４９６ 301 295 256 0 0%
２９年 １，３９０ 319 307 281

５ ヵ 年 平 均 １，６１０ 281 268 249

３０年見通し １，４００ 320 300 280

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

３２８
３８２
４１９
４１９
４０９

３８７  前年及び本年の

４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　いちご、すいか、メロン、りんごなどを
中心に入荷する。終盤となるいちごは緩慢
な入荷が続き、入荷量及び価格は前年並を
見込む。りんごは在庫が少ない状況が続い
ており、価格は高め推移となるか。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並となる見込み。

そ
の
他
メ
ロ
ン
（

ア
ー

ル
ス
メ
ロ
ン
以
外
）

３３２
３８７
４５５
４１９
４４８

４００  前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本を中心にメキシコ、愛知などからも
入荷する。野菜に転換する生産者が多く、
全体的な入荷量は減少傾向にある。本年は
冬場の冷え込みで生育が遅れていたが、そ
の後の気温上昇と好天で回復が進み、品目
全体では前年並の入荷を見込む。
　入荷量及び価格ともに前年並の見込み。

す

い

か

２２２
２４９
２９０
２７８
２９９

２６４  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本を中心に愛知からも入荷する。栽培
面積は微減だが、産地の出荷計画は前年を
上回る。１月が暖かかった前年に対し、本
年は生育が遅れて少ないスタートとなった
が、好天に恵まれ入荷量が増加している。
５月上旬の入荷は前年よりやや多いか。
　入荷量及び価格ともに前年並の見込み。
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４月２７日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ２９，４２９ 376 355 343 熊本 24%

２６年 ２９，５８６ 412 394 388 青森 17%

２７年 ２６，３９４ 460 429 432 フィリピン 11%

２８年 ２６，０８６ 471 443 460 茨城 10%

２９年 ２８，７２９ 438 418 399 愛媛 6%

５ ヵ 年 平 均 ２８，０４５ － － －

３０年見通し ２８，８００ － － －

２５年 ３，４５２ 420 383 381 茨城 69%

２６年 ３，４８７ 494 463 406 熊本 25%

２７年 ２，７０９ 619 550 467 メキシコ 3%

２８年 ３，２３３ 546 495 428 長崎 1%

２９年 ２，８６８ 539 534 479 千葉 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，１５０ 546 507 442

３０年見通し ３，０００ 540 540 450

２５年 ６，４０５ 252 241 229 熊本 73%

２６年 ６，４２１ 266 265 249 千葉 13%

２７年 ５，９５４ 305 300 296 茨城 11%

２８年 ６，９００ 312 298 267 群馬 3%

２９年 ６，２７２ 313 305 284

５ ヵ 年 平 均 ６，３９０ 290 282 265

３０年見通し ６，３００ 310 310 280

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本中心に千葉、茨城から入荷する。大玉
すいかは３月上中旬までの低温で生育が遅れ
ていたものがピークを迎え、５月中旬にかけ
て入荷量が増加する。小玉すいかは５月下旬
にかけて入荷量が増加する見込み。
　入荷量と価格はともに前年並の見込み。

す

い

か

２３７

２５８

３００

２８８

２９７

２７６

 前年及び本年の

５１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、熊本を中心にアンデスメロン、クイ
ンシーメロンなどが入荷する。茨城は３月下
旬からの好天により、玉肥大・外観ともによ
い。熊本は１月以降の低温で生育が遅れ、入
荷の中心は５月上旬から中旬となる。
　入荷量は前年をやや上回り、単価は前年を
わずかに上回る見込み。

そ
の
他
メ
ロ
ン
（

ア
ー

ル
ス
メ
ロ
ン
以
外
）

３９２

４４３

５２８

４７７

５００

４６４

 前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　すいか、メロンを中心に、ハウス物が入荷
する。低温等の影響ですいか、メロンともに
４月までの入荷量は前年を下回るが、５月に
入り増加が見込まれる。びわも生育が遅れて
いたものの入荷などで増加を見込む。
　入荷量と価格はともに前年並の見込み。

果

実

計

３５７

３９８

４３９

４４４

４１８

４１０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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切　花　・　鉢　花　の　５　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　４月３０日現在）

２５年 ２，０６３ ４０
実 ２６年 １，６９３ ３９

２７年 １，７３９ ５３
績 ２８年 １，７７７ ５１

２９年 １，７５３ ４３

１，８０５ ４５

１，７５０ ４５

概

要

２５年 １，１１１ ２５
実 ２６年 １，１６０ ２２

２７年 １，３７４ ２７
績 ２８年 １，１２８ ３０

２９年 １，０８０ ３０

１，１７１ ２７

１，１００ ３０

概

要

２５年 １，９０４ ４３
実 ２６年 １，８１６ ３７

２７年 １，８６４ ３７
績 ２８年 １，６５１ ４２

２９年 １，８８８ ４６

１，８２５ ４１

１，２００ ４０

概

要

２５年 ２６７ ６１
実 ２６年 ２５８ ５９

２７年 ２４７ ７４
績 ２８年 ２４５ ６４

２９年 ２４１ ６８

２５２ ６５

２５０ ６５

概

要

３０年見通し

　高知、和歌山、熊本から入荷する。気温が高く、例年入荷の少ない産地からの荷も多い
情勢。母の日需要は第２週からで、品質に注意が必要。高冷地は下旬からの入荷となる見
通し。価格は例年どおりとみられる。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄、愛知などから入荷する。１,２月の低温の影響もあり、地場物の生産は減少して
いる。前半は沖縄中心となるが、気温が高く品質面の心配がある。

５ヶ年平均

３０年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か

す

み

そ

う

　愛知、長野、和歌山から入荷する。本年は３月上旬から入荷量が増加しており、天候次
第であるが特にスタンダードで後半品薄傾向となるか。また、秀品率も低く、少なめの入
荷が見込まれる。

５ヶ年平均

小

ぎ

く

品
目

輪

ぎ

く 　愛知、三重、沖縄などから入荷する。夏ぎくの入荷も一部始まり、中旬以降増えてくる
と思われる。販売面は業務需要が主体で、一般需要は軟調とみられる。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

３０年見通し

５ヶ年平均

３０年見通し

単位：千本、円／本
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２５年 ４０５ １５６
実 ２６年 ３４１ １４０

２７年 ３４４ １４３
績 ２８年 ３４８ １４２

２９年 ３４２ １５８

３５６ １４８

３５０ １５０

概

要

２５年 ４５１ ７８
実 ２６年 ３７４ ８５

２７年 ３６８ ９２
績 ２８年 ３８７ ９０

２９年 ４１７ ７７

３９９ ８４

４００ ８０

概

要

２５年 １，１０８ ７３
実 ２６年 １，０００ ６９

２７年 ９６９ ７１
績 ２８年 ９０８ ７１

２９年 ９１８ ７４

９８１ ７２

９９０ ７２

概

要

２５年 １，６８７ ４３
実 ２６年 １，５４６ ４４

２７年 １，５１３ ４７
績 ２８年 １，３７３ ４８

２９年 １，６１８ ４８

１，５４７ ４６

１，５００ ４６

概

要

３０年見通し

　愛知、岐阜、静岡を中心に入荷する。前半は連休がらみで軟調。後半は稽古事での需要
もあるが軟調傾向が続くとみられる。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

３０年見通し

　愛知、鹿児島、静岡、徳島の国産物と輸入物が入荷する。４月に低調だった市況は、時
期的に出荷を落ち着かせる産地や生産終了する暖地などで市場入荷量が減少し、ある程度
正常な市況に戻るとみられる。

ば

ら

５ヶ年平均

３０年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山を中心に入荷する。高冷地も始まり、入荷は安定する見込み
だが、母の日の品種においては谷間になる物も多少出てくる。

ゆ

り

５ヶ年平均

３０年見通し

　オリエンタルは高知、宮崎、埼玉、新潟から入荷する。前年より気温が高く、中旬まで
入荷は多い見通し。ＬＡは埼玉中心にやや前進出荷となっており、中旬までは多い。鉄砲
は生産も減少し、少なめの入荷。第１週は母の日参りで引き合いはあるが、全体的には苦
しい販売となる見込み。

枝

も

の

５ヶ年平均

洋

ら

ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　４月３０日現在）

２５年 ５１，２００ ５１６

実 ２６年 ５０，２３８ ５０５

２７年 ２６，９７５ ５４７

績 ２８年 １８，９６７ ６０２

２９年 ３４，３７８ ４８９

３６，３５２ ５２２

３０，０００ ４８３

概

要

２５年 ５７，９８５ ２，２０１

実 ２６年 ３８，３１０ ２，６４３

２７年 ４２，７１７ ２，５７７

績 ２８年 ４１，２６８ ２，７４２

２９年 ６４，２１３ ２，２８０

４８，８９９ ２，４４８

６２，０００ ２，２５８

概

要

２５年 １０８，６９０ ３８５

実 ２６年 ９９，３２４ ３８８

２７年 ８３，２９４ ４１８

績 ２８年 ８５，２７６ ３４２

２９年 １０４，１２３ ３３８

９６，１４１ ３７４

１００，０００ ３３０

概

要

フ

ァ

レ

ノ

プ

シ

ス

品
目

カ

ラ

ー
　入荷量は作付が少なくなり前年より減少か。５号鉢を中心に母の日前が入荷ピークとなる。ピン
ク、黄色などを中心に伸びすぎないものを中心に引き合いが強くなると予想される。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位長野（44.3％）、２位埼玉
（37.8％）、３位福岡（5.8％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

３０年見通し

５ヶ年平均

３０年見通し

バ
ラ
及
び
ミ
ニ
バ
ラ 　入荷量は前年並か。前年同様、連休と母の日が離れているために需要がある期間は長くなる。咲

き過ぎの商品は敬遠され単価が出ないので、咲き前には十分に注意が必要となる。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位岐阜（48.9％）、２位愛知
（41.7％）、３位愛媛（2.4％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年よりやや減少か。母の日のミディーも年々盛り上がりに欠け低価格帯になってい
る。お客の仕入れは４月５週目と５月１週目で、そのタイミングで相場は動くとみられる。白、黄
色系の色目の入荷は少ない見込み。大輪に関しては４月下旬から５月上旬は売れる予想だが、母の
日以降の流れは厳しい。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（51.0％）、２位静岡
（12.2％）、３位熊本（12.1％）となっている。

５ヶ年平均

３０年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２５年 ２４６，２５８ ７２５

実 ２６年 ２９９，８００ ７４７

２７年 ２３０，９９７ ６８９

績 ２８年 ２２９，７１４ ７５３

２９年 ３５３，９２１ ８９０

２７２，１３８ ７７１

３４０，０００ ８８２

概

要

２５年 ３５，１１２ ３０１

実 ２６年 ３８，２７０ ２６３

２７年 ２１，８７３ ２７８

績 ２８年 １８，０４１ ３１３

２９年 ２４，５０５ ２５４

２７，５６０ ２８０

２４，０００ ２５０

概

要

２５年 ３５５，８４１ ４２８

実 ２６年 ３７７，０５３ ４０２

２７年 ３４７，１０３ ４２１

績 ２８年 ２９６，４８３ ４６６

２９年 ４７２，２０８ ４７４

３６９，７３８ ４３９

４７０，０００ ４７７

概

要

カ

ー

ネ

ー

シ

ョ

ン

５ヶ年平均

ス
パ
テ
ィ

フ
ィ

ラ
ム

ハ

イ

ド

ラ

ン

ジ

ア

５ヶ年平均

３０年見通し

　入荷量は前年並か。ただし、前年同様母の日が５月13日と遅く、動きは鈍いとみられる。今後の
天候次第であるが、色により予約相対が偏る可能性があり、競売に掛かると苦戦が予想される。出
荷方法はなるべく単色よりもミックス出荷を希望したい。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（43.1％）、２位群馬
（16.0％）、３位茨城（4.1％）となっている。

３０年見通し

　入荷量は前年並か。３～４号は母の日までの入荷がピークになり、入荷量も前年並と思われる。
５号以上は母の日が明けてからも多少は需要があると思うが、単価面は厳しい見込み。入荷実績は
前年と変動ないが、近年は福岡からの入荷も増えてきている。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位三重（37.0％）、２位愛知
（35.5％）、３位岐阜（17.1％）となっている。

３０年見通し

　入荷量は前年より減少か。母の日が暦上では遅いが、入荷のスケジュールは前年より少し早い。
３月後半からの高温続きで生育が早まっており、５月入荷予定から４月入荷にシフトする商品もあ
る。５号中心の取扱いでバイカラー系と額アジサイの八重系の引き合いは強い。多品種小ロット生
産が多く、価格帯は中値安定を見込む。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（49.5％）、２位群馬
（16.1％）、３位埼玉（5.3％）となっている。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均
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〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


